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巻頭言

分の一を献金している人もいるだろうが）。
一方で、例えばイギリスの Charity Aid 

Foundation が発表する「世界寄付指数
（World Giving Index）2018年版」によると、
日本は世界で 99 位と先進国の中では著しく
低い。このスコアーは国民の慈善団体への
寄付の額ではなく、過去１ヵ月に寄付をし
た人の割合であるが、確かに欧米に比べて
日本は寄付文化が定着していない。

2004 年 12 月に起きたスマトラ島沖の大
地震では、約 24 万人が津波などで亡くなっ
た。その際、フランス赤十字が集めた義捐
金は当時のレートで約 174 億円と、日本赤
十字の２倍弱であった

（１）

。フランスの人口が
日本の約半分であることを考慮すると、フ
ランス人は一人平均日本人の約 4 倍寄付を
したという理屈になる。

では、日本人は救援活動に対して冷淡な
のか。そうではないと思う。この開きは、災
いに対する考え方の違いに由来するのでは
ないか。ヨーロッパ諸国の場合、日本に比
べて天災は極端に少ない。多くの国家的災
いは、隣国との戦争や異民族の侵入、つま
り人災である。人災から逃れるには人間相
互の助け合いによるのであり、従って義捐
金などへの意識が高くなったのではないか。

逆に、異民族による支配を経験したことが
ない日本人にとって、災いとは地震、火山の
噴火、台風といった天災である。それらを防
ぐには神仏にたよるしかない。だから、神仏
に詣でれば多額の金銭を供えたのだろう。

いずれにしても、海外布教を継続的に進め
るには、当然各国で経済的な自主独立をして
いかねばばならない。そのためには、「神への
お供え」と必ずしも正攻法で説かずに、「布教
拠点への献金」である、といささか趣きを変
えて説いていっても良いのではないかと思う。

［註］
（１）永尾教昭『在欧 25 年』、天理大学おや

さと研究所、2014 年。

通常、日本人は神仏に詣でるとき賽銭、す
なわち金銭のお供えをする。そしてそれらは、
どの宗教であろうと個々の社寺や教団の会計
の中に入り、それが聖職者の人件費や教団の
運営費などになっていくことは間違いない。

現実はそうであったとしても、恐らくほ
とんどの日本人は神仏に金銭を供えることに
よって無病息災や商売繁盛などが守護される
と思ってやっている。結果は同じでも、意識
として教団への献金

3 3 3 3 3 3

ではなく、神に供えると
3 3 3 3 3 3

いうこと
3 3 3 3

であり、天理教でもそのように説く。
筆者は過去、神への金銭のお供え（天理教

では「理立て」「つくし」とも言う）に関す
る天理教の教義上の根拠を調べたが、明白に
説かれているものはなかった。しかし、これ
は一つの大事な信仰的行為であると思う。

本来は、このように取り立てて信者に説
明しなくても、いわば習慣のように神に詣で
るときは金銭を供えるようになったほうがい
いと思う。筆者自身、天理教の教会に生まれ
育ち、お供えをせよと多少は親から言われた
が、どちらかと言えば、むしろ当然するもの
と思って今までも現在もしている。

しかし、欧米人がこれを理解するだろう
か。実際、ある熱心な欧米人の天理教信者が

「神様にお供えするというと、嘘っぽく聞こ
える」と述べた。確かに神が衣服を買ったり、
レジャーに行くわけではない。つまり、彼は
神前に供えられた金銭は教団の運営のために
使われるのだから、はっきりそう言った方が
良いと言うのである。現実を直視している欧
米人と、現実を知っていながらも、俗っぽい
ことをあらわにせず、神聖なままにしておき
たい日本人との違いということになるだろう
か。昨今は必ずしもそうではないかも知れな
いが、自分が供えたものがどう使われるかあ
まり深く探求しない日本人の性格もあるだろ
う。だからだろうか、総体的に欧米人の教会
への献金は、日本人のお供えに比べてかなり
額が低い（もちろん聖書の記述通り収入の十
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『おさしづ改修版』第５巻（明治 33 ～ 34 年）の「個人の身上・
事情」における「道」の用例を整理する。第５巻には個人の身
上・事情の「おさしづ」が 148 件ある。そのうち、「道」が用
いられるのは 106 件、３回以上「道」が繰り返し用いられるの
は 50 件である。
　用例数としては、第４巻に引き続き、個人の身上・事情の「お
さしづ」のなかで「道」が用いられる割合が多くなっている。
これは「道」が多く用いられる「刻限」や「本席身上伺」の「お
さしづ」が少なくなっていることと関連していると思われる。

どういう道か、道聞き分け
個人の身上・事情の「おさしづ」は、その脈絡はさまざま

であるが、そこで説かれる「道」の諭しは似た内容のものが多
い。いくつかにわけて整理する。まず、確認したいことは、「道」
を聞き分けるようにと言われることである。

「この度身上にとんと障り付けたる。どういう道か、道聞き
分け。……幾年通り、幾年通りてもどうもならん。しっか
り改め変え。皆の中へ順序委せ置くへへ。めんへ
楽という。身から、どんと心定めにゃ定まらん。」（さ 33・1・
12　中津支教会長泉田の身上の処おさしづあり、それに付
運び方なり又役員の治め方に付、喜多治郎吉出張する願）

「道」について、「幾年通りてもどうもならん」と言われ、「ど
ういう道か、道聞き分け」と説かれる。このところから、「道」は、
単に通るものというだけでなく、聞き分けるべきものであるこ
とが分かる。しかし、この「おさしづ」では、その内容につい
て具体的には説かれていない。

天然の道
第５巻の「個人の身上・事情」をまとめて読むと、「天然の道」

について頻繁に説かれていることに気づく。たとえば、次のよ
うなものである。

「成程道は天然自然の理である。天然自然の理で治めるな
ら、どれだけ危ない所でも怖わい所でも、神が手を引いて
連れて通る。天の綱を持って行くも同じ事。」（さ 33・2・
11　高知分教会長島村菊太郎部内巡教中、右の足怪我致せ
しに付願）

ここでは、天然自然ということが心に治まれば、天の綱を持っ
て行くかのように、間違いなく通ることができる、と諭されて
いる。その意味合いについて、次の「おさしづ」ではさらに詳
しく説明されている。

「天然自然というは、誰がどうする、彼がこうしょうと言
うても出来ん。独り成って来るは天然の理。金でどうしょ
う、悧巧でどうしょうというは、天然であろまい。世上か
ら見て、珍しいなあ。何処から眺めても成程、というは、
天然に成り立つ理。この理聞き分け。思案してみよ。それ
より明らかは無い。この道理皆伝え。銘々治め。内々それ
へ治め。それから始まった道。急いても出来ん、又しょ
うまいと思ても出来て来るは、天然の道と言う。よう聞き
分け。どれから眺めても成程と言うは天然。これ聞き分け。」

（さ 33・5・31　松村ノブの五月三日のおさしづに、天然
という御言葉を下された処に、如何の処の事でありますや、
押して願（尚小人義孝夜分非常に咳きますから併せて願））

計画を立てて、いくらお金を使い、いくら人間の知恵や力を
振り絞っても、思惑のように進まない。それは天然でないから
だと言われる。反対に、しようと思っていなくても、不思議と
成ってくる。それが天然だと言われる。そして、この道は天然
で成り立ってきたのだと教えられ、そのことをよく聞き分けて、
思案をするようにと諭されている。

こうした諭しから考えると、必ずしも「天然の道」とは言わ
れていなくとも、たとえば、「年限の道」などは同様のことを
説かれていることが分かる。

「この道だんへ年限の道である。」（さ 33・2・17　永尾
よしゑ身上願）

「ようへ植えただけでは、育つとも育たんとも分からん。
そこで、作り上げて余程年限経たにゃならんが道。道が楽
しみ。」（さ 33・3・11　梶本宗太郎二十一才梅谷四郎兵衞
娘とみゑ十四才縁談事情願／手を打ってから、続いての御
諭）

「何か悠っくり育てる心、道である。」（さ 34・3・7　永尾
よしゑ身上のぼせに付願）

人間の力でできることには限りがある。いくら一時にやって
しまおうと思っても、できないものはできない。それが天然で
ある。そうした点を聞き分けて、年限かけてじっくりと親神に
もたれて歩むように諭されている。

道の上の思案
こうした「道」の諭しを踏まえて、「道の上より見分ける」、「道

の上の思案」というような使い方がされている。
「何よ道の上から取って道の上より見分けてやれ。これが
こうやこれがどうや、一つへ道理から明らか道諭すのや
で。」（さ 33・7・15　桝井安松身上咳出る事に付願）

「どんと思案して心治め。道の上の思案治め。道の上の思
案とは、どういう事。……成ろと言うて成るものやない。
よう聞き分け。身上の処案じてはならん。これでと言うて、
折角なあ、こう成ったのになあ、どうでも照る日は照る、
曇る日は曇る。この心治めてくれるがよい。」（さ 33・8・
31　土佐敬誠二十八才身上願）

何事も自分が一生懸命やれば、すぐできるというものではな
い。天然という視点、言い換えれば、親神に連れて通ってもら
うということを忘れずに、一時は苦しくとも、長い目でみて、
先を楽しみに歩みを進める思案をするように説かれている。

以上、第５巻の「個人の身上・事情」における「道」の用例
を確認してきた。「天然の道」や「年限の道」という言葉を取
り上げたが、それは、身上や事情に悩む人々に対して、人間の
力に頼るのではなく、親神の守護を頼りとして、先を長く楽し
みに、歩みを進めるようにという激励の言葉として理解するこ
とができる。

「おさしづ」語句の探求（42）

「おさしづ」第５巻における個人の身上・事情と「道」
天理大学人間学部講師

おやさと研究所兼任研究員
澤井　治郎			Jiro Sawai
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歴史の中の留学生 ⑤
天理教語学院

日本語教育センター主任
大内　泰夫　Yasuo Ouchi

日本語教育と海外伝道（26）

宮武正道の送別のことば
エラケツが昭和８年（1933 年）に別科を修了し、パラオへ帰

島する際に友人たちが書いた『エラケツ君送別記念文集』の中で、
宮武正道はパラオ人の信仰について「神父の前で懺悔を強制する
ような宗教は広めにくい、その点、直接神様に懺悔する天理教は
島民によく理解される。」と、キリスト教と天理教の比較をして
いる。また「人を病気にする神の呪力を信ずる島民だから、おて

3 3

いれ
3 3

の理がわからずとも神が人を病気にするという思想や、物お
しみしたり我儘勝手なことをしたりしたため神様から罰をこうむ
るという思想を有している。パラオ人に明快な天理教義のよく判
るのは当然の事で、将来天理教はパラオ人間にかなりひろまるだ
ろう。」とも述べている（『エラケツ君送別記念文集』49 頁）。確
かに日本統治下にあったパラオでは、宮武が述べたように布教が
伸びていく素地はあったのだと思われる。
あっけない最期

エラケツが初めて帰島し
た昭和８年３月、日本は国
際連盟を脱退した。その６
年後に第 2 次世界大戦が勃
発することになるのだが、
戦争の影が刻々と迫りつつ
ある時期であった。この年
の天理教の動きとしては、
山澤為次が南洋方面地方教
義講習会の講師として巡教
に出て、清水芳雄の５年祭
にあわせ殉教碑を現地に立
てる為に再度パラオへ渡航
したことが挙げられる。ま
た同年 11 月には、渡航前に

エラケツから言葉や文化を学んでパラオへ布教に来た近藤暢三郎
がペリリュウ教会を設立している（佐藤庄司『東南アジア伝道資
料調査稿（6）』2015 年、26 頁）。エラケツは昭和 11 年に３度
目の帰島をしているが、その時にサイパン、テニアン、ヤップ経
由で北村信昭も同行した。北村はエラケツのボキャブラリーの豊
富さはミクロネシア全５万の島民中随一と述べているが、そのこ
とが現地の一部邦人から反感を買い、とりわけ下級官吏による風
当たりが特に強かったようだ。つまり、下手な日本人より垢抜け
していたことが “ 島民らしからぬ島民 ” と見られ、内地では可愛
がられた彼が “ 植民地の一民衆 ” として冷遇されていたのである。
北村はそうした諸々の事象を何度も見て不憫に感じていた（『奈
良いまは昔』奈良大学博物館、69 頁）。エラケツは島に戻ってか
らも、熱心に天理教の布教活動もしていたそうだ。しかし昭和
14 年に第２次世界大戦が勃発し、その後、パラオも戦禍に巻き
込まれる。そして、パラオ教会があるコロールからパラオ本島へ
避難しようと帆走の小艇で荷物運びをしている時、碇がリーフに
引っかかり、それを外すために海中へ飛び込み、そのまま潜水事
故でエラケツは亡くなってしまう。わずか 30 代前半の若さであ
る。あまりにもあっけない最期であった。

はっきりしないエラケツの没年
パラオで警察隊長になっていたビスマルクの話によれば、エラケ

ツが亡くなったのは、昭和 19 年３月ということになっている（『奈
良いまは昔』75 頁）。『宮武正道　追想』の巻末年表にも、「昭和
19 年３月、エラケツ、パラオ島で潜水事故のため死去」となって
いる。また『天理教海外伝道部報』第 141 号では、「エラケツさん
は内地に留学し、別科も卒業したが昭和 16 年に不幸にも出直して
しまった。」とある。清水芳雄の実弟で兵神大教会長清水国雄が昭
和 48 年にパラオに渡り、エラケツの家族から聞いた話でもあるこ
とや、北村がエラケツと連絡が取れなくなったのも昭和 16 年であ
る。しかし、パラオ教会前で撮った写真には皇紀 2601 年（1941
年［昭和 16 年］に当たる）10 月とサインがあり、その時には生き
ていたことになる。河路由佳氏が指摘しているように、結論として
現状ではエラケツの死を特定することはできない（『ことばと文字』
13 号、2020 年、203 頁）。31 歳から 34 歳の間に亡くなったこと
になるが、いずれにせよ 30 代前半のあまりに短い生涯である。
終わりにあたって

調べたことを年表にまとめていて感じたのが、エラケツと親し
かった宮武正道（32 歳没）も、最初に天理教に導いた佐藤嘉一（36
歳没）も、現地で弟のようにかわいがっていた清水芳雄（27 歳没）
も若くして亡くなっている。天理で世話をした山澤為次も 51 歳で
亡くなっている。神の思いがどこにあるのかと考えさせられる。南
洋への布教は途絶えてしまっているようだが、やはり海外布教とい
うものは息の長いものなのかとも思えてくる。天理教伝道史に詳し
い高野友治が「第 70 回東南アジア布教委員会」(1977 年 ) で海外
布教伝道について述べているように、失敗を何度も何度も繰り返し
て、ようやく一つの成果があがるものなのかと痛感させられる。北
村信昭は平成 11 年に 92 歳で亡くなっているが、写真や手紙を始
め、多くの遺品を残している。また実家が写真館であったことか
ら、多くの写真が残っていることも幸いなことである。まるで後世
にこの話を伝えるための生き証人としての役を担ったのかとも思え
てくる。筆者は時間がある時に、集まった資料の中に出てくるエラ
ケツにゆかりのある天理市内や奈良市内の場所を訪ねている。昭和
初期とはすっかり変わっているところも多いのであるが、奈良奥山
や鶯の滝のように自然のままのところもある。山に囲まれた奈良盆
地で約 80 年前に南洋から来た青年と奈良の人々との素敵な出会い
があったのだと感ぜずにはいられない。彼らは時代に翻弄されてい
たのだろうか。連載の中でこの話を取り上げてから、キーワードが
いくつも浮かんできた。友情、絆、戦争、海外布教、信仰、生涯
……。登場人物のそれらが詰まったドラマを見ているような気分で
執筆してきた。まだまだ明らかになってはいないこともあるだろう
が、これからも更にいろいろ調べてみたいと思っている。
謝辞

５回にわたるエラケツの話ですが、まとめるにあたり協力して
くださった皆様に厚く御礼を申し上げ、感謝する次第です。なお、
誌面では紹介できなかった「奈良大学図書館・北村信昭文庫蔵」
の写真も他に幾つかありましたので、YouTube で７分ほどの動
画に編集しました（https://youtu.be/71_45yHqHBM）。ご覧い
ただければ幸いです。

パラオ教会前で：「皇記二千六百壱年」
とサインあり

（奈良大学図書館蔵）
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　おやさと研究所教授
金子　昭　Akira Kaneko

キルケゴールで読み解く 21世紀（24）

和辻哲郎―キルケゴールの “ 卒業生 ”
若き日の和辻の二大研究

倫理学者・文化史研究者として高名な和辻哲郎（1889 ～
1960）は、1915 年（大正４）、26 歳の若さで『ゼエレン・キ
エルケゴオル』を出版した。日本におけるキルケゴール研究史
の劈

へきとう

頭を飾る堂々たる著作である。和辻はその２年前、24 歳の
時に『ニイチエ研究』を刊行している。この２冊は『和辻哲郎
全集』第１巻に収められ、合わせて 680 頁にもなる。20 代前
半に大部の研究書を２冊も著したのは、まさに驚くべきことだ。

ところが、この後、和辻は研究の方向を大転換してしまう。
1919 年（大正８）に『古寺巡礼』、翌年には『日本古代文化』
を刊行、また 1926 年（大正 15）には『日本精神史研究』と言
うふうに、見事なまでの日本回帰である。『人間の学としての
倫理学』（1934 年［昭和９］）では、彼は自らの倫理思想とし
て「間柄の倫理」を主唱した。これらの書物を読むと、ニーチェ
やキルケゴールの姿がすっかり希薄になった感がある。和辻は
彼らの思想を “ 卒業 ” してしまっただろうか。

ニーチェやキルケゴールは、当代の爛熟したキリスト教の内
にヨーロッパ精神の “ 病根 ” を発見した。ニーチェはキリスト
教からの完全脱却、キルケゴールは徹底したキリスト教の信仰
深化を通じて、このヨーロッパの病を克服しようとした。和辻
はドイツ語文献を読み込み、両者の思想の全体像を捉えるや、
直ちに手際よく彼らの収穫の果実を日本人読者に提示してみせ
た。20 代前半でこれを成し遂げることができたのは、旧制一
高に首席で入った秀才和辻ならではの力技である。

和辻哲郎の秀才ぶりはそれだけにとどまらず、彼らの姿勢が
ヨーロッパの精神的根源に向かうものであることにも目敏く気
付いた。だとすれば、次なる課題は、今度は自分自身が日本の
精神的根源を探究することではないか。この転身もまた秀才ら
しい早業であった。したがって、彼の日本回帰は「転向」であっ
て、しかも「転向」ではないとも言えるのである。
ニーチェやキルケゴールは “卒業 ”可能か

和辻の「転向」過程は、その名もずばり『偶像再興』という
随想集（1918 年［大正７］）

（１）

から垣間見ることができる。注目
すべきは、この中の「樹の根」という小編である。和辻が日本
という樹の根に見出したのは、仏教美術や日本文化であった。
これらは、彼自身にとっての樹の根でもあった。彼は、この樹
の根を掘り起こす課題に気が付いた時、ニーチェやキルケゴー
ルの問題意識とはそれ以上に付き合うことを止めた。和辻は自
己の課題の発見によって、彼らを “ 卒業 ” したのである。
『偶像再興』は、その表題からして、ニーチェやキルケゴール

に対する訣別宣言であると言えよう。彼らはキリスト教の現状の
中に「偶像」を読み込み、その「偶像」を打破する人間のあり方
をそれぞれ「超人」、「単独者」と規定したのであった。その「偶像」
を、いまや和辻は「再興」しようというのである。「偶像崇拝の心理」
と銘打たれたこの随想集最後の文章の中で、和辻は奈良に遺され
た古代の仏像に、永遠のいのち、「仏」の象徴の実現された姿を
見たことを述べている。それは宗教と芸術とが一体化された「神
聖な偶像」であった。それゆえ、現代に生きる我々もまた、祖先
がそのように「偶像」を作り、礼拝した心理に思いを馳せ、これ

を尊重しなければならない、というわけである。
しかし、ニーチェやキルケゴールは、そもそも “ 卒業 ” でき

てしまうような思想なのだろうか。ニーチェは当初、生の哲学
者として注目されたが、今日ではポスト近代を先取りする思想
家として新たな読み直しがなされている。キルケゴールは当初、
文学やキリスト教の文脈で受容されたが、後に実存主義の父と
して着目され、今ではこの枠組みを超えて、彼の著作全体の読
解が進められている。

和辻のキルケゴール研究の動機は、彼が「いかに生きるべき
か」を示してくれる人間モデル、思想モデルになるのではない
かというところにあった。この問い自体が、人生を無限の可能
性を秘めたものとして捉える、いかにも青年らしいロマン主義
的な問いである。和辻は東京帝大の学生時代、小山内薫や谷﨑
潤一郎らと共に第２次『新思潮』の同人として小説や戯曲を書
いており、そうした文学の世界を大きな契機にしていたのであ
る。彼がキルケゴールに魅かれたのも、イプセンの戯曲『ブラ
ント』のモデルとしてその名前を知った時であった。

和辻は、文献の不足もあって（当時はまだドイツ語による第
一次翻訳のシュレンプフ版の時代であった）、キルケゴールの
人生観を美的段階、倫理的段階、宗教的段階という図式で捉え
ている。しかし、この論述が偽名著者の作品中で語られている
ことの意味合いや、信仰教化の講話がキルケゴール自身の実名
で同時に著されており、そのこととの弁証法的な関連性までは、
和辻は考え及ぶことはなかった。これらのことは、デンマーク
語原典に基づく、徹底した文献研究が近年ようやく解明し得た
ことなのである。

宗教によって自らの心魂がつかまれると同時に、生身の人間
としてどこまでもこれに抗おうとする葛藤や苦闘は、和辻には
ついに無縁であった。『古寺巡礼』の仏像描写に典型的に見ら
れるように、彼にとっては宗教そのものが美的なものであった。
彼のキルケゴール研究の着地点は、後年付加された「付録 結論 
キエルケゴオルと北方の憂愁」

（２）

に端的に示されている。「付録」
なのに「結論」と銘打たれた、この異様なタイトルは、彼の方
向性の大転換を示唆している。つまり、彼はキルケゴールの生
涯と思想のうちに「北方の憂愁」という風土性を見出したので
ある。そして彼は本書を書き終えると同時に、思想の風土性に
着目し、また彼自身の風土性に回帰したのである。

和辻哲郎はキルケゴールを「詩人哲学者」と呼んだ。そして
今度は、彼自身が「文人哲学者」と評されることになる。確かに、
和辻は単なる秀才研究者の域を超え、豊かな学識と文才を有す
る学者には違いない。だが、ニーチェやキルケゴール、また西
田幾多郎などのように、彼が独創的な一個の思想家だったかと
なると、これはまた別の問題だと言えるだろう。

［註］
（1） 『偶像再興』は『和辻哲郎全集』第 17 巻（岩波書店）に所

収（1 ～ 284 頁）。
（2） この部分は1947年（昭和22）の改訂新版にも見られないが、

全集版で読むことができる。『和辻哲郎全集』第１巻、667
～ 679 頁。
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宗教概念の歴史・文化的なバイアス
現代宗教学の聖典研究において、「語られる聖典」（spoken 

scripture）の視座を導入したのは、ハーバード大学の宗教学者、
ウィリアム・グラハム（William A. Graham 1943 ～）であった。
グラハムは 1987 年、『書かれた言葉を超えて』を出版した。

（１）

イ
スラームを専門とする彼がその著書を出版した当初、彼の研究は
ほとんど注目されなかった。ところが、1990 年代に入って、宗
教概念の再考という現代宗教学の研究動向の中で、次第に研究者
たちの関心を惹くようになった。20 世紀後半、ハーバード大学
のウィルフレッド・C・スミス（Wilfred Cantwell Smith 1916-
2000）は、シカゴ大学のミルチャ・エリアーデ（Mircea Eliade 
1907 ～ 1986）とともに、アメリカの宗教学界を、さらには世界
の宗教学界をリードしたが、グラハムはスミスのもとで学び、そ
の薫陶を受けた。

グラハムによれば、宗教学の概念的枠組みは必然的に「暫定的な
性格」をもつという。このことは、もちろん聖典理解にも当てはま
る。宗教学の語彙や概念的枠組みは、近代西洋という歴史・文化的
なバイアスを伴っている。異文化における宗教を理解するには、ウィ
ルフレッド・スミスが説いたように、宗教伝統に生きる人々の信仰
的コミットメントに沿って、信仰を共感的に理解しようとする解釈
学的な研究姿勢が求められる、とグラハムは強調する。
口頭伝承される聖典

シカゴ大学教授の宗教学者ジョナサン・Z・スミス（Jonathan 
Z. Smith 1938 ～ 2017）は、「宗教のデータは存在しない。宗教
とはただ、研究者の研究の産物にすぎない」と述べた。

（２）

ジョナサン・
スミスが指摘したように、これまでの宗教研究では、宗教の「比
較」という方法的操作によって、宗教の具体的な宗教文化的コン
テクストを考慮することなく、むしろ宗教をそのコンテクストか
ら切り離して理解しようとするきらいがあった。たとえば、エリ
アーデが宗教伝統のコンテクストをあまり考慮することなく、世
界の諸宗教をいわゆる「ヒエロファニー」（聖体示現）の概念によっ
て解明しようとしたことは広く知られている。こうした宗教研究
の姿勢をジョナサン・スミスは批判したのだ。

ただ、ここで留意しなければならないことは、決して「宗教のデータ」
が存在しないのではなく、宗教学者の解釈を支えるデータの素材的契
機そのものは存在するという点である。この点については、すでに論
じたこともあるので、これ以上は論じないが、「宗教のデータ」の素材
的契機を宗教伝統のコンテクストから切り離して解釈するとき、それ
はとかく「研究者の研究の産物」になってしまう危険性を孕んでいる。

（３）

このことは聖典理解についても言える。たとえば、イスラーム
の宗教伝統においては、『クルアーン』は日々の祈りの場で、イ
スラーム教徒によって暗誦されてきた。ヒンドゥー教の伝統でも、

『ヴェーダ』聖典が日々、プージャー（礼拝供養）の中で、ヒン
ドゥー教徒によって暗誦されてきた。世界の宗教伝統では、聖典
がこのように世代を超えて信仰者のあいだで伝承されてきたの
だ。これまで数多くの聖典研究において、研究対象は専らエクリ
チュール（書き言葉）としての聖典であった。グラハムの恩師で
あったウィルフレッド・スミスは、宗教伝統を理解するためには、
信仰者の目線に立った信仰の共感的理解が不可欠であることを強
調した。イスラームを専門とするグラハムは、『クルアーン』を
イスラーム伝統のコンテクストに位置づけて、聖典がイスラーム
教徒によって世代を超えて暗誦されてきたという事実、すなわち
パロール（話し言葉）としての聖典の重要性に注目した。

聖典の記憶とその精確さ
　筆者は 1983 年の秋から１年間、ハーバード大学へ提出する学位
論文の資料収集のために、インドへ留学した。グラハムも『クルアー
ン』のパロール性を研究するために、同年の秋学期、ハーバード大
学からサバティカル休暇を取って、インドのプーナに滞在した。１
週間あまり、プーナでグラハムと一緒に研究した。筆者は『ウパニ
シャッド』聖典の解釈学として展開したヴェーダーンタ哲学が、イ
ンドの人々のあいだで、具体的にはシャンカラ派（別名、スマール
タ派）の宗教伝統において、いかに受容されてきたのかを宗教現象
学的な視座から考察しようと考えていた。その宗教伝統は、インド
最大の哲学者と言われるシャンカラ（Śaṅkara 700 ～ 750）を開祖
とする。『ウパニシャッド』聖典はシャンカラ派のパンディット（伝
統的な教師）たちによって、世代を超えて口頭伝承されてきた。聖
典の暗誦という宗教現象は、天理教における原典「みかぐらうた」
の意義を研究するうえでも、筆者の学的関心を曳いてきた。

ハーバード大学の恩師で、インド哲学の世界的権威であった
ダニエル・インゴルス（Daniel H.H. Ingalls 1916 ～ 1999）か
らは、インド留学前に「インドには、聖典を暗誦しているパン
ディットがいるので、学ぶべきことが多いだろう」との教示を
得ていた。プーナでは当時、インドでよく知られていたパン
ディット、シュリーニヴァーサ・シャーストリー（Śrīnivāsa-
śāstrī）という碩学から、シャンカラのヴェーダーンタ哲学を学
んだ。プーナに滞在中、シャンカラが著したサンスクリット語
の哲学書『ブリハッド・アーラニヤカ・ウパニシャッド注解』

（Bṛhadāraṇyakopaniṣadbhāṣya）を一緒に読んでもらった。
シャーストリー師の６畳ほどの書斎には、１冊の本もなければ

机もなかった。部屋の真ん中に、ただ一つの座布団が置かれ、師は
その座布団に座った。筆者はその前にサンスクリット語の哲学書を
持って、胡坐をかいて座った。師は何も持ってはいなかった。テク
ストを全て暗記していたからだ。教えを受けるようになって、ほぼ
１カ月が経ったとき、思い切って尋ねてみた、「ほんとうにこの聖典
全体を暗記しておられるのですか」、と。その結果、当日は師の聖典
暗誦を聴聞することができた。師の口から語り出される聖典のコト
バは、筆者が持っていた哲学書の内容と全く変わらなかった。サン
スクリット語では、「言葉」は「シャブダ」（śabda）と言う。それは「音」

（sound）であると同時に「文字」（word）を意味する。師の口から
語り出される聖典のコトバは、まさに哲学書の「音」であり「文字」
でもあった。長年にわたり世代を超えて継承されてきた聖典の記憶
とその精確さに関する体験は、筆者のインド思想研究、シャンカラ
派研究の原点となった。また、そのときの体験は、原典「みかぐら
うた」とその意義を掘り下げて研究する学的刺戟になってきた。

聖典のパロール性あるいは口述性は、宗教の違いを超えて共通の
意味構造をもっている。従来の聖典研究では、「書かれた聖典」だ
けが注目されてきたこともあり、宗教伝統における「語られる聖典」
の意義を宗教研究の視野から落ちこぼしてきたと言えるだろう。宗
教伝統における聖典の意味を理解するためにも、具体的な宗教的コ
ンテクストとその信仰的コミットメントに注目しながら、聖典の意
味構造を理解することが不可欠であると言わなければならない。

［註］
（1）William A. Graham, Beyond the Written Word, Cambridge: Cambridge 

University Press, 1987.
（2）Jonathan Z. Smith, Imagining Religion: From Babylon to Jonestown, Chi-

cago: The University of Chicago Press, 1982, p. xi.
（3）澤井義次『ルードルフ・オットー　宗教学の原点』慶應義塾大学出

版会、2019 年、19 ～ 20 頁。

宗教伝統における聖典の意味構造（２）

「語られる聖典」とその伝承
天理大学名誉教授

おやさと研究所嘱託研究員
澤井　義次　Yoshitsugu Sawai
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平成 25 年（2013 年）11 月、田原本町の唐古・鍵遺跡
で弥生時代中期中頃（前 200 年後頃）の北部九州地域の土
器片１点が見つかった、とのニュースが伝わった。ただし、
土器片が出土したのは、昭和 63 年（1988 年）2 月のこと。
長年にわたって唐古・鍵遺跡の調査に取り組む藤田三郎氏
が、集落を囲む環濠から出土したコンテナ約 80 箱分の土器
片を 25 年ぶりに再整理するなかで、新たに見いだしたのだ。
口縁部をＬ字状に折り曲げ、赤く彩色する特徴をもつこの土
器片は、研究者によって「須

す ぐ

玖１式」と認定され、奈良盆
地と北部九州の弥生時代社会の間に交流があったことを示
す初めての具体的な証拠となった。そもそも唐古・鍵遺跡
では、ひとたび発掘調査を行うと膨大な土器が出土するが、
他地域から運ばれた外来系土器が占める比率は 3 ～ 5％と言
われている。膨大な土器片から貴重な資料を見いだした藤
田氏の努力には頭が下がる。

100 次を越える
唐古・鍵遺跡の発
掘調査では、これ
までにも多数の外
来系土器が確認さ
れていて、唐古・
鍵考古学ミュージ
アムでその一部を
見 る こ と が で き
る。 外 来 系 土 器

については私もかねてから関心をもっていて、唐古・鍵遺
跡など、奈良盆地の弥生時代遺跡からの出土資料について
検討を行ったことがある（桑原久男「搬入土器の動向から
みた弥生時代の奈良盆地」『技術と交流の考古学』2013 年、
同成社）。具体的には、印刷物としてデータ化された資料
349 点に、桜井市纒

まきむく

向遺跡の 123 点を加えた 472 点につい
て、時期的な動向を整理したのだが、いろいろと苦心した。
たとえば、外来系土器といっても、「身元」と所属時期が
判明している資料は限定され、また弥生時代後期になると、
のちの「畿内」に該当する地域で土器の共通化が進み、近
隣地域からの外来系土器（搬入土器）を識別することが困
難になる。

こうしたバイアスが存在することを踏まえ、「身元」と時
期がわかる外来系土器のうち、「奈良盆地周辺地域」（河内・
和泉・山城・紀伊・摂津）の資料を省いた 331 点について、

「東海系」「瀬戸内系」「近江系」と大きく区分し、時期的な
比率の変化を図に示した。ちなみにⅠ期～Ⅵ期の時期区分
は、藤田氏らが旧来の土器編年に修正を加えたもので、Ⅰ
期が弥生時代前期、Ⅱ期～Ⅳ期が中期、Ⅴ期・Ⅵ期が後期
となる。大きな傾向として見て取れるのは、Ⅰ～Ⅵ期のなか
で、「瀬戸内系」、「東海系」の比率が、時期によって大きく
なったり、小さくなったりと変動し、その間に挟まるように、

「近江系」が一定のプレゼンスを示していることだ。つまり、
Ⅱ期（中期前葉）には伊勢・伊賀・尾張・三河など「東海

系」が卓越し
て い た の が、
Ⅳ期（中期後
葉）には「瀬
戸 内 系 」（ 吉
備・播磨）が
逆に主流を占
めるようにな
る。Ⅳ期に「瀬
戸内系」が多
数を占める現
象は、この時
期の奈良盆地
の弥生土器そ
のものが、凹
線文の盛行な
ど、器種、文
様、製作技術
のさまざまな
点で瀬戸内地域からの強い影響を受けていることとも連動
する。当時、奈良盆地の弥生社会と瀬戸内地域の間に活発
な交流が存在し、人々や物資、情報の行き来があり、その
延長上に北部九州が存在することを、新しく見つかった「須
玖１式」の土器片がはっきりと示したのだ。

ところが、「瀬戸内系」の卓越はＶ期（後期初頭）に終焉
を迎え、今度は、それと入れ替わるように、「近江系」が
著しく増加する。近畿地方の弥生土器は、Ⅴ期・Ⅵ期（後期）
になると文様を失ってしまうが、近江の土器は、口縁部や
肩部に櫛描文が施されるなど、独特の特徴を持つ。10 年ほ
ど前になるが、韓国の金海貝塚で近江系土器が出土したこ
とが確認され、「近江系土器」を介して、近畿地方と朝鮮
半島南部が接点をもつことになった。奈良盆地の弥生後期
に「近江系」が席巻する、その延長上には朝鮮半島が存在
しているのだ。もしかすると、瀬戸内ルートが閉塞したこ
とで逼迫した奈良盆地の弥生社会が、近江を経由する日本
海ルートに活路を見いだしたということだろうか。ともあ
れ、朝鮮半島南部の倭系文物が弥生時代中期までは北部九
州系中心だったのが、古墳時代前期には近畿系の遺物が主
流を占めるようになる、その変化の起点が弥生後期の段階

（紀元後１～２世紀）にあることがわかる。しかし、奈良
盆地では、古墳時代の初頭（纒向遺跡の時期、２世紀末～
３世紀）になると、「東海系」が再び勢いを増すと同時に、「瀬
戸内系」も復活し、広範な地域の外来系土器が出土するよ
うになる。全方位的な地域間関係が成立する新たなステー
ジに入ったのだ。交通ルートや地域間の関係が政治情勢に
左右されるのは古今東西によくある話だが、弥生時代中期
から古墳時代初頭にかけての外来系土器の動向も、奈良盆
地の地域社会が大きな歴史の流れに翻弄された一幕を映し
出している。

遺跡からのメッセージ（61）
天理大学文学部教授

　桑原　久男　Hisao Kuwabara唐古・鍵遺跡の外来系土器から見えるもの

図　奈良盆地における外来系土器の動向

写真　唐古・鍵遺跡の外来系土器
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新型コロナウィルスの第一波が
イタリアやスペインなど、ヨーロッ
パの各地で猛威をふるうなか、フ
ランスでも３万人を超える死者が
でたが、そのなかにコンゴ共和国
の元大統領が含まれていた。コ
ンゴ４代大統領ヨンビ＝オパン
ゴ（Jacques Joachim Yhombi-
Opango）である。パリ郊外の病院
で３月 30 日、81 歳で死去した。

このニュースはフランスやコン
ゴで報じられたが、コンゴでの報

道は一国の元大統領にしては「控えめ」であったように感じられ
た。コンゴ唯一の日刊紙である『Dépêche de Brazza』（４月１
日付）でも、トップページの見出しには出ていたものの、記事自
体の内容は、ほとんど現政権のコロナ対策に関するものだった。
大々的に報じられないのには、独立後のコンゴの歴史のなかでの
彼の「位置付け」が影響しているのではないかと思われる。コン
ゴが独立したとき彼は 21 歳。独立国家が辿っていくさまざまな
出来事に、政治家として関わる彼の一生は、まさに波瀾万丈だっ
たと言えるだろう。彼の生涯を振り返ることは、見方を変えれば
コンゴの歴史を辿ることでもあると言えるかもしれない。

彼は 1939 年１月、キュベット県の県庁所在地であるオワン
ド（Owando）で生まれた。いわゆる「北部」の出身である。小
学校を出たあと、ブラザヴィルの軍隊学校に進学、軍人としての
キャリアを歩むことになる。57 年から 60 年まで、植民地統治下
でフランス軍としてチャドに赴任。18 歳の時には、すでに伍長

（sergent）になっていた。60 年から２年間はフランスでの軍事教
練を受け、軍の位を順調に昇っていく。65 年にはマサンバ・デバ
大統領の下、軍の幹部となり、３年間ソ連に赴任した。69 年には、
発足したコンゴ労働党（PTC）に参加し、政治の世界にも入って
いく。74 年からは、軍人としての立場を保持しつつ政界でも頭角
を現し、治安や通信などを担当する閣僚を歴任していった。

デバ大統領が失脚し、マリアン・ングアビが３代大統領とな
り、コンゴは旧宗主国フランスや西側諸国から少しずつ距離を置
き、ソ連や中国へ接近していくなかにあった。そして、1977 年
３月、現在でもその真相は謎に包まれているングアビ大統領の暗
殺事件が起きるのだった。事態の収束を図るべく、「党軍事委員
会（Comité militaire du Parti）」が暗殺の同日に発足した。そ
して、そのトップがオパンゴだった。このとき彼はコンゴで初め
てとなる大尉に昇格していた。この委員会は軍の高位にある 11
名で構成されていたが、そのナンバー２がオパンゴと同じボシ
族 （mbochi）である少佐（commandant）のサスンゲソ（Denis 
Sassou Nguesso、 現コンゴ共和国大統領）だった。ちなみに、
11 人のメンバーのうち９人は北部出身の軍人であり、出自の偏
重は明らかであった。1977 年４月３日、暗殺された大統領の後
任者として、オパンゴがコンゴ４代大統領に就任することが発表
された。彼が 38 歳のときである。そして副大統領にはサスンゲ
ソが指名された。状況からして当然の流れであったと言えるだろ

う。
大統領就任に際してオパンゴは、前任者の政治路線の継続を

誓った。つまり、社会主義路線を進めていくものである。その一
方で当時の経済は、暗殺されたングアビ大統領のときからすでに
大変厳しい状況にあった。したがって、税金の取り立てをより一
層厳しくするなど、彼はさまざまな面で財政の立て直しにかかる
必要に迫られていた。国の経済政策に関してオパンゴは、国営、
民間、国営と民間のミックスと３つの経済レベルがあると考えて
いた。そしてコンゴにはまだ民間での経済開発の余地があること
を力説し、この３つが平行して国の経済を牽引して行くことの重
要性を訴えた。これは西側諸国にとっては、経済的な投資を期待
させるものでもあったことだろう。

こうした方向転換には、彼のフランスとの距離にも大きく関係
していたのではないだろうか。実際、外交面において、前大統領
とは緊張状態にあったフランスとの関係の修復に努め、大統領就
任の３カ月後の７月には、私的ではあるがフランスを訪問し、当
時の大統領ジスカール・デスタンとの会談を行っている。この会
談で、コンゴの鉱石資源の開発と国の経済の状況を調査するため
に、専門家の派遣の約束を取り付けた。また、西側諸国との修復
は、13 年間途切れていたアメリカとの外交関係を元に戻したこ
とにも見て取れるだろう。

ただ、国内の治安面はまだまだ混乱していた。そこで、治安維
持に向けても積極的な方策を打ち出した。不法労働の取り締まり
も強化し、多くの西アフリカ人（セネガルやマリ）が追放された。
彼の統治は社会のさまざまな面で「締め付け」が目立ったようだ。
1978 年１月には、ングアビ大統領暗殺に関わったという嫌疑で、
10 名が処刑された。そのすべてがプール県出身、つまり「南部」
出身者であり、同じ容疑ですでに処刑されたデバ大統領に近い
者だった。また、宗教に対しても厳しい対応を見せ、78 年２月、
カトリック、イスラム、コンゴ福音教会（プロテスタント）、キ
ンバンギスム教会、ラシー・ゼフィラン教会、救世軍と天理教の
７つを公認宗教とし、他の宗教を禁止した。（ちなみにこのニュー
スを伝える『Le Monde』誌には、天理教は現地の呼び名を反映
してか、「Terynkyo」と表記されている。）

ただ、彼の政治路線や経済政策は国民の不満を増大させること
になり、就任からわずか２年後の 1979 年２月、彼は大統領の座
から降ろされてしまう。その後、サスンゲソが大統領となる。オ
パンゴの政治は、理念を貫くというよりか、その場その場で態度
を変えるようなものだった。そして訪仏でも分かるように、彼は
どちらかと言えば「西側」に近い立場にあった。したがって、こ
の政権交代は確かに血を流さないものではあったが、フランスを
危惧させるものでもあった。

国際学部教授
おやさと研究所兼任研究員

森　洋明　Yomei Mori

コンゴ社会から見るアフリカ・ヨーロッパ関係試論（35）

ヨンビ＝オパンゴ４代大統領の軌跡 ①

ヨンビ＝オパンゴ大統領

ジスカール・デスタン大統領と会談（1977年７月）
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イスラームから見た世界（５）

天理教とイスラームの出会い③ おやさと研究所講師
澤井　真　Makoto Sawai

「『復元』感覚」と『日
や ま と

本文
ぶ ん か

化』
第２次世界大戦が終結した 1945 年８月 15 日、中山正善２

代真柱は「復元」を発表した。つまり、天理教の教義を教祖に
よって教えられた信仰への「復元」であった。それまで、長ら
く続いた「革新」の時代ゆえに、教団は当局からおつとめの形
態や神名の変更を求められ、信者たちは三原典に親しむことは
できなかった。教えの学問的掘り下げを必要としていたが、中
西牛郎（1859 ～ 1930）や宇田川文海（1848 ～ 1930）といっ
た天理教外の知識人に依頼して、教えが探究されていたのであ
る。
「復元」を契機として、２代真柱を中心として、三原典に基

づき、信仰に基づいた教えの掘り下げが進められた。戦前にお
いて、「天理教学」の語は教内でも確かに用いられていた。

しかしながら、「復元」を契機とした戦後の天理教学は、三
原典に基づく点で、戦前の天理教学と決定的に異なっている。
しかしながら、そこには天理教学の断絶はない。中島秀夫が「『復
元』感覚」という語で説明するように、「復元」へ向かう天理
教学の雌伏が、戦前期にも確かに存在していたのである

（１）

。
この一端を、『日本文化』から紐解いてみたい。天理図書館

を中心として結成された日本文化研究会は、1934（昭和９）年
より『日本文化』を出版していた。この雑誌は、天理図書館の
館報と天理教亜細亜文化研究所（現おやさと研究所）の所報を
兼ねていたと考えられる。『日本文化』には、２代真柱の「『神』

『月日』及び『をや』について」（第２号、1934 年）や『「おふ
でさき」用字考』（第５・６号、1936 年）など、「おふでさき」
に関する論文が発表されている。すなわち、「復元」へ向かって、
原典研究が着実に進められていたのである。

この『日本文化』には、戦前・戦後にわたって、天理教に関する
論文ばかりではなく、海外伝道を見据えた宗教研究に関する論文も
また発表されていた。そのなかには、イスラームに関する論文が少
なからず掲載されている。その主な執筆者が諸井慶徳であった。
諸井慶徳とイスラーム研究

諸井慶徳（1914 年３月 30 日～ 1961 年６月 25 日）は、「復
元」の歩みを支え、また今日の天理教学研究の基盤を形成した
点で、最も重要な天理教学者の一人である。諸井は、1942（昭
和 17）年３月 31 日に東京帝国大学大学院の課程を修めている。
その２日後の 1942 年４月２日、彼は 27 歳で天理教山名大教
会長に就任した。

1948（昭和 23）年には、日本文化研究所から改称した天理
文化研究所の所長に任命されている。その後、1949（昭和 24）
年には、天理文化研究所長と天理大学宗教学科長の重責を、若
干 35 歳の若さで担うことになった。まさに、天理教学研究の
行方は諸井慶徳の双肩に託された。

諸井の研究は、哲学者のマックス・シェーラー（1874 ～ 1928）
に基づく宗教哲学研究から始まった。彼は東京大学に卒業論文

「マックス・シェーレルの宗教哲学」を提出した後、イスラーム神
秘主義（スーフィズム）に研究を拡げている。それでもなお、シェー
ラーの宗教哲学に基づく問題関心を生涯にわたって抱き続けた。

諸井がイスラームに関心を抱いたきっかけは、定かではない

が、２代真柱や天理教の海外伝道が深く関わっていたのではな
いかと推察される。戦前の宗教研究や神秘主義研究において、
イスラーム神秘主義はほとんど知られておらず、また史料的制
約も多いなかで、諸井がこのテーマを選んだのは慧眼に値する。

「回教神秘主義─特にその信仰の実相に就て」（『宗教研究』109
号、1941 年）において、諸井は欧米の研究成果を整理しながら、
初期のイスラーム神秘主義を考察している。この論文のなかで、
その後に出版された大著『宗教神秘主義発生の研究』（1966 年）
の問題関心をすでに読み取ることができる。
海外伝道のためのイスラーム研究

戦前・戦後にかけて、天理教の海外布教の後方支援を担う研
究所の研究員として、諸井はイスラームを研究していた。「国
家と宗教の諸問題─伝道政策論を中心として─」（『日本文化』
第 15 号、1944 年）のなかで、宗教の伝道には、国境をまたぐ
だけに止まらない諸課題があることを、キリスト教やイスラー
ムの伝道政策や、キリシタン伝道を事例としながら指摘してい
る。イスラームの特徴としては、カリフ制が挙げられ、宗教的
権威と政治的権威の一体性を理想とする政教一致であることが
述べられる。彼が掲げた諸課題については、今日でもなお海外
伝道の課題として残されている。諸課題を披歴しながら、国家
と伝道に関して、諸井は以下のように述べている。

即ち伝道師は相手国の風俗慣習に対しては十分の同情と共
感を以て対すべきである。徒に母国に於ける様式をその
まゝ当てはめんとして、之を排するのは相手国家との間に
深い溝を掘ることになる。然も無暗にその風俗に溺れるこ
とも亦避けねばならない。長い眼を以て自分の本質を失ふ
事なく進むべきである

（２）

。
海外伝道への歩みの一環として、

諸井のイスラーム研究は戦後にお
いても変わることなく進められた。

「伝道の論理」（『日本文化』25 号、
1948 年）、「回

イスラーム

教要説」（『宗教文化
研究所報』12 号、1951 年）、そし
て「海外伝道論─配慮すべき諸点
─」（『宗教文化研究所報』、16 号、
1952 年）など、天理教のイスラー
ム伝道を視野に入れた議論が常に展
開されている。

宗教研究と天理教の海外伝道論は、諸井慶徳の思想のなか
で有機的に結びついていた。天理教学とともに、彼はイスラー
ム神秘主義を中心とした宗教研究を進めていくことになる。彼
が探求したイスラーム神秘主義は、クルアーンにおける神の啓
示と、預言者ムハンマドの神秘体験に根差した神との一体性で
あった。次号では、諸井のイスラーム神秘主義研究について考
察することにしたい。
［註］

（１）中島秀夫『総説　天理教学』、天理教道友社、1992 年。
（２）諸井慶徳「国家と宗教の諸問題─伝道政策論を中心とし

て─」（『日本文化』第 15 号、1944 年）、26 頁。

写真　『宗教文化研究所報』
（12号）
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傾向は続いていた。その結果、たとえばフランスとイギリスでは、
国家によって出生率上昇を促進する一連の対策が講じられ、資本主
義的再生産政策が試みられる。結婚が奨励され、独身者には罰を与
える法律が可決された。また、人口動態の記録と、国勢調査が始ま
り、それらを通して、性行動・生殖・家庭生活の監視という国家の
介入が行われた。人口動態の統制は戦略的重要性を持っており、望
ましい人口比率を復元するために国家がとった戦略の意図は、女性
が自分の身体と再生産に及ぼしていた自己管理能力を破壊すること
であった。その結果、産児制限や出産を目的としない性行為を行う
者は、誰でも魔女とされたという。あくまで仮説ではあるが、フェ
デリーチは、「魔女狩りとは、少なくともある程度は、産児制限を
犯罪化し、女性の身体、すなわち子宮を人口増加のために、かつ労
働力の生産と蓄積のために奉仕させようとした企みであった、と説
明するのが妥当である」としている。人口減少に悩み、人口の多さ
が国富であるという信念に動かされた政治家によって、魔女狩りは
促進されたといえるのである。
「賢い女性たち」

実際に、魔女とされた女性の多くが、産婆を含む「賢い女性たち」
（知恵を持ち、薬草を用いた民間療法等に秀でた女性のこと）な
ど、伝統的に女性の生殖に関する知識やその管理を担い守ってき
た人々であったことは、以上の仮説を裏付けている。二人のドミ
ニコ会士による『マレウス・マレフィカルム（魔女への鉄鎚）』（1486
年）でも、「産婆や占い女が他のどんな女性よりも邪悪であるのは、
母親がみずからの子宮の産物を破壊する手助けをするからだ」と
論じられている。従来、賢い女性である産婆たちは、薬草に通じ、
出産補助、避妊、堕胎、鎮痛・炎症止めに手腕を発揮し、多くの
子どもを無事取り出してきた。例えば、彼女たちは経験知として、
止血剤や子宮の収縮剤となる麦角の効能を理解していた。分娩時
には自然の摂理に合わせて、痛みを和らげるために薬草を使用し
たともいわれる。経験知に基づき女性たちに寄り添ってきた産婆
だが、やがて男性中心主義的な近代医学によって駆逐されていく、
というのが西洋医学史の大きな流れである。サレルノの医学校を
除いて、基本的に女性は医学部からも排除された。大学を通じて
近代医学を傘下に収めたキリスト教会にとっても、出産時に痛み
止めを使用する産婆は、「汝痛みの中で受け入れたり、汝痛みの中
で産むべし」という聖書の教えを脅かす者であった。資本主義的
再生産政策としての魔女狩りに加えて、近代医学やキリスト教に
よっても、女性の身体の自己管理能力は奪われていったのである。

一方で、大学での主流の文献主義的医学に対抗した、16 世紀の
医学者・錬金術師パラケルススは、自分の知識のすべては「賢い女性」
から学んだものであると、晩年に述懐している。また、時代は遡る
が、キリスト教内の例外的存在として、中世の女性神秘家、ヒルデ
ガルト・フォン・ビンゲン（1098 ～ 1179 年）を忘れてはならない。
ヒルデガルトは、一連の医学書とキリスト教神秘主義の作品を残し、
異端の危険を冒しながらも、女性を堕落した性とみなすキリスト教
の教義に反対して、ポジティブな女性像を打ち出したのである。

［参考文献］
シルヴィア・フェデリーチ『キャリバンと魔女』以文社、2017 年。

本年、没後 100 年を迎えるマックス・ヴェーバー（1864 ～
1920 年、スペイン風邪で死去）の『プロテスタンティズムの倫
理と資本主義の精神』は、周知のように、禁欲的な「プロテスタ
ンティズム」と「資本主義の精神」という、一見関連がないどこ
ろか、むしろ相反するように見える、両者の逆説的関係性を追求
した画期的な論考である。プロテスタンティズムの勤勉や節約と
いった徳性が、統一された行動システムにまでまとめ上げられて
形成された倫理的雰囲気（エートス）、これが意図せずして資本
主義文化の発達に貢献したことを、ヴェーバーは論証してみせた。

では「魔女狩り」と「資本主義」との関係はどのように説明さ
れ得るのであろうか。両者もまた一見したところでは、関係性が
見出しにくい。前回述べたように、シルヴィア・フェデリーチが

『キャリバンと魔女』（2004 年、邦訳 2017 年）で取り組んだ最も
重要な歴史的問いとは、16、17 世紀に行われた何十万もの魔女
の処刑をどのように説明できるのか、そして「資本主義」の出現
が「魔女狩り」と同時期であったのはなぜか、ということであった。
異端迫害と魔女迫害

魔女狩り（魔女迫害）を考察する際の補助線の一つとして、それ
以前から行われていた「異端迫害」が挙げられる。両者には魔女狩
りの初期においては連続性も見られるという。たとえば異端のカタ
リ派は、女性を蔑む教会の見方に異議を唱え、結婚の拒否や出産の
拒否をも推奨していた。しかしフェデリーチは、異端迫害と魔女迫
害の大きな違いは、魔女迫害においては「性的倒錯」と「嬰児殺し」
に対する告発が中心的な役割を担い、また避妊が悪魔的行為とされ
たことである、と述べる。1484 年のインノケンティウス 8 世の大
勅書（魔女教書）において、「避妊・中絶・魔女魔術」の連想が初
めて登場し、次第に異端迫害は「女性」迫害へと移行し、宗教的・
社会的逸脱がもっぱら「生殖」にかかわる罪として再焦点化される
ようになっていった。一体、それはなぜであろうか。

イギリスの民族学者、マーガレット・マレーは『西欧における魔女
信仰』（1921 年）において、魔女たちは、出産と生殖に幸運を呼ぶた
めの古代の豊穣神崇拝の実践者であり、教会はそれを異端の儀式、教
会権力に対する挑戦とみなして敵対した、と論じた。マレー説はその
後、歴史学者たちからの痛烈な批判を受けることになるが、近年エコ・
フェミニストや「ウィッカ」の実践者によって脚光を浴びてきている。
しかしマレーの仮説では、豊穣神信仰自体がなぜ危険なのか、そして
魔女狩りが起きたタイミングについての説明ができなくなるという。
また、魔女裁判の中で、生殖にかかわる罪が突出している理由として、
貧困と栄養不良から生じる 16、17 世紀の幼児死亡率の高さを挙げる
説もある。しかしこの説では、魔女が妊娠自体を妨害したことを説明
できなくなってしまうという。フェデリーチは、これらの説は、この
時期ヨーロッパで高まった「再生産」と「人口規模」という新たな問
題と魔女迫害との間の重大な関係を見損ねている、と指摘する。
再生産政策としての魔女狩り

注目すべきは、魔女狩りは、封建制の崩壊から資本主義への移行
期に行われたということである。初期資本主義時代の経済思想であ
る重商主義は、16、17 世紀に全盛期を迎え、人口規模の大きさを
国家の繁栄と力の秘訣と捉えていた。しかし一方、西ヨーロッパで
は、1580 年代には人口が減少し始め、17 世紀に入っても依然その

現代宗教と女性（29） おやさと研究所
天理ジェンダー・女性学研究室

　金子　珠理　Juri Kaneko魔女狩りと資本主義

上山安敏『魔女とキリスト教』講談社学術文庫、1998 年。
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ニューヨークの街並みも徐々に、活気が戻ってきた。レスト
ランの屋外での営業が許可され、歩道や車道に設置されたテラ
ス席に人々が繰り出し、久しぶりの外食を楽しむ情景があちこ
ちで見られる。テラス席での営業は市が全面的にサポートし、
何とか元の状態に近づけようとする試みでもある。ただ、文化
施設や教育施設はまだ再開できず、文化協会も閉館したままに
なっている。そんな中、人種差別に反対する抗議活動が各地で
行われ、何百年もの間に積み重ねられてきた数え切れない悲劇
が今、アメリカ国民としての責任として突きつけられている。
人々の心は混乱しながらであっても、新しい世界へむけて葛藤
しているように感じられる。

そんな状況にあって、数々のほんのりとしたたすけ合いの姿
があちらこちらで見られている。

最前線で命を危険にさらしながらも働いている医療従事者な
どへの感謝の拍手「CLAP FOR NYC」や、市内 1,800 カ所のデ
ジタルビルボード（看板広告）に掲載された励ましや感謝のメッ
セージ、そして、様々な差し入れや感謝の手紙が医療現場に届
けられた。

天理教の信者の中にも医療従事者が数名おり、地域の人々や
天理教の信者同士の陰からの応援が心の大きな支えとなったよ
うだ。

彼らは次のように語ってくれた。
「感染防止のため家族と隔離して住み、よく孤独感に陥った

が、家族や友人の前向きな言葉、愛、サポートのおかげで、大
変な状況を乗り越え、日々生きていくことができた。」
「暗い霧が立ち込める中に、希望を与えてくれる一筋の光が

あった。地域コミュニティが、毎日食べ物を寄付してくれたり、
手作りのマスクを届けてくれたり、近所の子供たちからお礼の
手紙やポスターも頂いた。ニューヨーク婦人会からは、無数の
手作り手術帽やマスクが寄贈された。」

天 理 教 ニ ュ ー
ヨーク地区婦人
会 で は、 会 員 た
ちが手分けして
約 1,000 枚 の マ
スクやスクラブ
キ ャ ッ プ（ 手 術
帽）、ヘアバンド
な ど を 作 製。 病
院、 ナ ー シ ン グ
ホ ー ム、 ホ ー ム

レスシェルターに寄付し、大変喜ばれた。 
また、中には新型コロナウィルスに罹患した信者もいた。お

願いづとめや食事の差し入れ、病院へのお世話どりや励ましの
声などが数多く寄せられ、幸いにも皆無事に回復された。

オンラインを通して各会の活動も活発に行われている。
ニューヨーク青年会では、毎週金曜日夜の「気軽な集い」や様々
な勉強会。婦人会では、例会や教理勉強会。普段遠くて来られ
ない人も参加することができ、会話を通してたすけ合い、繋が

りを深めている。少年会や学生会もお楽しみ行事がオンライン
で毎月開催されている。
文化協会での取り組み

夏休みの間は、いつもなら日本に一時帰国する家族が多いが、
今年は帰国できずにニューヨークで過ごす人々が多かった。サ
マーキャンプなどのイベントもほとんどキャンセルになってい
たので、文化協会では、そのような人々の少しでも手だすけに
なればとの思いで、初めての試みで「オンライン・サマークラス」
を企画した。

幼児部から小学中学年までを対象として、毎週２回、日本語
に触れる機会を設けた。非常に好評で現在 33 名の子供たちが
オンラインを通して楽しく勉強している。

また、幼児部の子供たちを対象に「オンラインお楽しみ会」
や「貼り絵プロジェクト」が行われている。この貼り絵プロジェ
クトは、みんなで一つの絵を完成させる事で、今の大変な状況
をみんなで乗り越えたという達成感を覚え、様々な人の支えが
あって今があるという感謝の気持ちを育む事を目的としてい
る。子供たちに感謝を伝えたい人の似顔を描いてもらい、対面
授業が再開した時に持ち寄り、貼り合わせて一つの大きな作品
を作るプロジェクトだ。どんな作品ができるか今から楽しみな
事だ。

保護者からは、「素敵なイベントを開催して頂きありがとう
ございます。涙が出る程嬉しいです。」、「今年は日本に帰るこ
とができないので、大変な中にもかかわらず、日本語に触れる
機会を提供してくださり、とても感謝しています。」、「貼り絵
アート、いろいろと考えていただいて、大変ありがとうござい
ます。」などの嬉しいコメントをいただいている。

保護者の皆様向けには、「天理ジョイカフェ・オンライン」
を時々開いて、気軽に日本語で話し合う場を提供し、夏休みの
過ごし方や子育ての情報交換の場となっている。

そのような折、画家でニューヨーク日本人美術家協会の飯塚
国雄会長が新型コロナウィルスに感染して亡くなった。飯塚さ
んは 1961 年に渡米、ニューヨークで活動している日本人や日
系作家を支援するために美術家協会を設立し、昨年文化協会で
40 周年を祝ったばかりだった。文化協会が今の場所に移転し
て以来、毎年 20 年間にわたり、美術家協会の展覧会を開催し
てきた。ちなみに飯塚さんは、俳優小栗旬の叔父に当たる。

飯塚さんの遺志を継いで、家族の方が文化協会で飯塚国雄基
金を設立して、若い芸術家たちのサポートを続けてもらいたい
との申し出があった。

どのような形で発展していくか、まだ分からないが、ニュー
ヨークの若い人々の育成の手伝いをさせていただけることは、
とても有難いことと楽しみにしている。

コロナ禍中においても様々なたすけ合いの姿が見られ、この
期間に育まれている人々の繋がりや心の絆が、これから迎える
新しい時代にとって大切なものになってくるように思う。文化
協会としては、たとえ微々たる歩みであっても、社会にお役に
立てる活動を続けていきたいと願っている。

写真　手作りマスクやスクラブキャップの寄贈
ニューヨーク大学附属病院

コロナ禍中のたすけ合い
ニューヨーク通信（６）

ニューヨーク天理文化協会副主任
福井　陽一　Yoichi Fukui 



11Glocal  Tenri Vol.21  No.9  September  2020

図書紹介（119）
秋山かおり著

『ハワイ日系人の強制収容史―太平洋戦争と抑留所の変遷』（彩流社、2020 年）

ハワイは、海外旅行先として人気が高く、なじみのある人も
少なくないだろう。しかし、日本とハワイの関係史や日系人戦
時強制収容について知っている人はさほど多くはないかもしれ
ない。戦時中のアメリカ本土における約 12 万人におよぶ日系
人強制収容については、これまでに膨大な量の研究が行われて
きている。一方、家族を合わせても 3,000 人以下の強制収容に
とどまったハワイにおいては、アメリカ本土と比べてその研究
は多いとはいえず、まだ不明な点も多い。しかし、近年この状
況に変化が見られ、ハワイにおける日系人強制収容についての
研究は大きな進展をみせている。これまで不明だったホノウリ
ウリ抑留所の所在地が 2003 年に特定された。2015 年２月に
はバラク・オバマ大統領（当時）によってその抑留所跡が国定
史跡（National Monument）に認定され、昨年３月には国立
史跡（National Historic Site）へ昇格した。またハワイ日本文
化センターが、抑留体験者の聞き取り調査を実施し、博物館展
示「楽園を覆う暗雲―ハワイの抑留者物語」を開催するなど、
一般の人々の関心も寄せられるようになってきている。

本書はまさにこのような機運の中で生み出された研究書であ
り、ハワイ日系人強制収容の歴史を包括的に分析している。著
者の秋山かおり氏は、ハワイ大学マノア校大学院アメリカ研
究学部博物館学履修プログラムを修了したあと、ハワイのビ
ショップ博物館やハワイ日本文化センターで勤務した経歴を持
つ。本書では、ハワイでの実地調査や新たに発掘された新資料
などに基づき、これまで不明な部分が多いとされてきたハワイ
の強制収容政策について、その開始から終焉に至るまでを明ら
かにしている。その目的は、「太平洋戦争下のアメリカ合衆国
ハワイ準州（当時）に注目し、日系人強制収容の政策が及ぼし
た抑留対象者の選定と抑留所機能の変遷を追いながら、この変
遷による諸条件がいかに抑留された人びとの体験を形成したの
かを踏まえて、ハワイ日系人強制収容の開始から収束までを描
こうとするもの。」（10 頁）である。目次は以下の通り。

序　章　ハワイ日系人戦時強制収容の包括的理解へ向けて
第一章　ハワイ日系人戦時強制収容「開始期」におけるサ

ンドアイランド抑留所の再検討
第二章　ホノウリウリ抑留所開設による戦時強制収容「継

続期」への移行―面会制度と日系人抑留者の生活
第三章　ホノウリウリ抑留所／収容所史の再考―「継続期」

における日系人抑留者の「抵抗」から
第四章　戒厳令撤廃以後の日系人抑留者たちと戦時強制収

容の「収束期」
補　論　太平洋の中のホノウリウリ―戦時避難民の一時受

け入れと移送
終　章　ハワイ日系人戦時強制収容の歴史的変遷

本書は、オアフ島のホノルル港に隣接するサンドアイラン
ド抑留所とオアフ島内陸部にあるホノウリウリ抑留所に注目し
て、ハワイにおける強制収容を「開始期」（1941 年 12 月８日
～ 1943 年サンドアイランド抑留所閉鎖）、「継続期」（1943 年
ホノウリウリ抑留所開設～ 1944 年 10 月 24 日の戒厳令撤廃）、

「収束期」（戒厳令撤廃～ 1945 年 10 月最後の抑留者釈放）の

３期に区分して論じてい
る。第一章では、サンド
アイランド抑留所の管
理・運営及び抑留者の生
活について、第二章では、
ホノウリウリ抑留所の面
会制度に焦点をあて、抑
留者とその家族及び当局
にとっての同制度の意義
を分析している。第三章
では、ホノウリウリ抑留
所が戦争捕虜収容所とし
ても使用されたことに触
れ、日本人捕虜と日本人
抑留者の接触、また帰米二世（アメリカに生まれ、日本で教育
をうけたのち、再度アメリカに戻った日系人）抑留者の存在に
ついて検証し、第四章では、これまでほとんど論じられること
のなかった 1944 年 10 月の戒厳令撤廃後のホノウリウリ抑留
所の状況について明らかにしている。補論では、1944 年以降、
日本統治下の「南洋群島」（現南洋諸島）からハワイに移送さ
れた在外日本人戦争避難民を、一時的に受け入れた連合軍捕虜
収容所としての抑留所機能について論述している。

これまでの研究は、「開戦直後の緊迫した状況下での軍部によ
る非人道的な管理ならびに苛酷な環境における抑留者の体験がク
ローズアップされ」、初期の抑留所の政策や抑留者の生活に焦点
が当てられていたとして、筆者はサンドアイランドとホノウリウ
リの両抑留所の機能の変遷、またそれによる強制収容の意義その
ものの変遷、そして両抑留所での抑留者の生活の実態を、新資料
を豊富に活用して、詳細に論じている。その上で、日系人収容政
策の終焉に関して、抑留所に最後に残されていたのは、これまで
の研究で描かれてきた抑留所での日系人像とは異なり、強制収容
に対する理不尽さや不当性を表明し、最終的に「ハワイの日系人
コミュニティを捨てようとした抑留者」であったのではないかと
述べている。さらに、強制収容の収束時期が明らかにされてこな
かった背景には、当時のハワイの日系人の多くが、アメリカ本土
から日系人抑留者が帰還したことにより強制収容が終了したとの
認識をもったこと、「抑留所」（実際は捕虜収容所）に残されてい
るのは市街地で軍関係の作業に従事させられた沖縄人戦争捕虜だ
と考えたことなどがあったと推論している。

本書は、戦時の日系人強制収容政策におけるハワイという地
域の歴史的地理的な特殊性、歴史研究における多角的多面的な
検証や関係性・関連性への考察などの重要性を再認識させてく
れる。また、これまで語られなかった収容体験が明らかにされ、
それが、「知られざる苦難の経験から、コミュニティ全体が共
有すべき過去」（20 頁）になることは、ハワイ日系人の歴史を
より多様で豊かなものとするだけではなく、多種多様な背景を
もった人々の共生が世界的な課題となっている現代において、
歴史から学ぶことの大切さを改めて認識する機会ともなるので
はないだろうか。

おやさと研究所講師
尾上貴行　Takayuki Onoue
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信仰に生きる　『逸話篇』に学ぶ（６）

視聴方法については、9 月 14 日以降に、おや
さと研究所のホームページをご覧ください。

天理大学おやさと研究所

2020年度公開教学講座

第１回：
　永尾教昭所長	 75	「これが天理や」
第２回：
　佐藤孝則研究員	77「栗の節句」
第３回：
　岡田正彦研究員	88「危ないところを」
第４回：
　澤井真研究員	 93「八町四方」
第５回：	
　八木三郎研究員	106「蔭膳」
第６回：
　堀内みどり主任	103「間違いのないように」

新型コロナウイルスの影響により、
今年度の公開教学講座は、オンラインでの開催
に変更いたします。


